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賃貸共同住宅のすまい方に関する研究↑

－沖縄那綱都市圏の民営共同

住宅を中心として－

池田孝之＊小場京子＊

StudyonUseStyleofRentalApartmenｔＨｏｕｓｅｓ
ｉｎＯｋｉｎａｗａ１

TakayukilKEDA＊ａｎｄＫｙｏｋｏＫＯＢＡ＊

Synopsis

Wehaveinvestigatedactualconditionsofrentalapartmenthouses（public

andprivate)inNahacity,Okinawa.Ａndwehaveanalyzedtheirusestyles・

Principalresultsofthisstudyareａｓｆｏｌｌｏｗｓ：

（１１Japanesestyleroomlsusedmorevariouslythanwesternstyleroom．

（２）Usestyleoftheroomhavenorolatioｎｗｉｔｈｔｈｅｄｉ”ction．

（３）Theroomwhichiscontiguoustodining-room】susedmostvariously．

(4)Usestyleofrentalapartmenthouseｓａｒｅ８ｔｙｐｅｓ、

Amongthetypes，“Open-doorpolicy”isusestylemativetoOkinawa．

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：Usestylo，Rentalapartmenthouse，Japanesestyleroom，West‐

ｅｒｎｓｔｙｌｅｒｏｏｍ，RoomofcontlguoustodiningoOpen-doorpolicy．
●

い（表－２，図－１）。一方,賃貸共同住宅の入居者

は根強い持家志向の中で，持家を得るまでの仮り住ま

いとして，あるいは経済的事憎その他からやむなく入

居する者も少<ないものの，合理性・利便性・生活に

あった都市型居住をそれに求め鯛極的に志向する新し

い厨もみられる｡2）

共同住宅に対する研究には，玉露の「公営住宅に関

するｉｆ画輪的研究」や賜川の「３ＬＤＫ型築合住宅の

１序

１－１研究の背景と目的

(1)民営賃貸共同住宅の研究

今日，特に大都市圏において，中高層共同住宅は住

宅建設の主流になりつつある。ここ那綱都市掴1)にあっ

ても例外にもれず，股近その建設が盛んであり，こと

に復繍後の民間中岡鰯質鐡共同住宅の増加傾向は箸し

受付：1984年５月１日

＊琉球大学教養部

ｆ本研究は，その要約の一部を日本建築学会大会梗概奥（1983.9）に発表済である。



7８貫貸共同住宅のすまい方に関する研究一沖縄那珊都市圏の民営共同住宅を１１１心として－：池ｍ・小場

いては，設問で，接客や団らん，＝ＲｌＬの勉強，就漉，

家jll行為などに関する１３の行為を投疋し，例示のlxlに

もとづいて。間取りをM「いてもらい行為がどこでｉｊな

われるかその番号を紀人してもらうこととした。また

同時に，家具等の用具の配灘も紀人してもらった。

本論文は，対象・仇宅・人勝者の性桁を,jくし．行為

数でみる部腫の使われ方，住まい方の噸をllliにみてい

く。１１１１取りと住まい方の設問については，図をiI｢かな

いもの，ＩＥ確に:iりけないもの，行為を入れていｉｆいも

のなどがあり，Iiil収した有効ｌｌＩ取り似|が（198件）４５．４

影と１Ｍ(．’たか，主体別には，氏ｉｌｉ、公懲ともこの45.4

鰐liij後でほぼ均等にｸＭしており，令体からかたよら

ず､'4均的にlIlllllされている（表－１凡

入居者評価に関する研究」などその他数多くの研究か

あるが，これらはいずれも，公営住宅及び民間の分繊

住宅についてなされており，本研究の橡に一般の民ＮＩＩ

賃貸を含めた民常箇tYjuZil住宅今般を取り扱ったもの

は少なく，また民桝と公営を横断的にとらえた研究も

少ない。特に沖11Uの比Ｍ住宅については，鈴水の「ｌｉ１Ｉ

(j{水噸からみたﾎl蝿の公営(k宅」などがあり，公営(lく

むの爽態はある程皮把鵬されてはいるものの，民価共

１，１１仇宅についてはIilf究例がみあたらない。沖綱で民ｔｆ

がimW1している今との１１卿Ujにその(l｣味をとらえておく

必盤がある。そこで，水研究は，瓜↑l【｣し川化tjの@た鵬

からそのすまい〃をlﾘIらかにし，さらに，沖純におけ

る｣lil1ilｨ1itjのあし)〃にuik'､うと`1-るものである`，

(2)rMbにあuFjｵ)｣しる１．;[い〃の｣ＵＵ１

ひとI｣に仏まい〃とい-'ても，」Ｈｆ人々の{lUlIf(槻

は多様であり，その仇幾求・化怠識・{l【知識もまたさ

まざまで，何をすまい方の麟蛾においているのかを探

るのは難しい。すまい方の意志はひとつには間取りに

あらわれると思われるものの，当然のことながら間

取りの型イコールすまい方の型ではない。とりわけ

間取りのほぼ同じ共同住宅においてはそうである。

一般にⅢ共同住宅のすまい方の研究は，ある対象に対

しインタビューと衝間紙による方法をとった事例研究

が多く，対象別に間取りで分繭しそれぞれの間取りに

対応させてのみ住まい方をみていくことが多いため，

断片的にしか住まい方がみれない場合も多い｡3）そこ

でここでは，あらゆる種類の伍貸共同住宅を横断的に

みて，総合的にとらえ，いったいどの様な家族が，ど

のような住まい刀をするのか，そこにあらわれるすま

い力の意志はどのようなものかを，行為を中心として

探ろうと試みている。

表－１１u｜収状＃,ｌ

件数，（）は形

＊有効間取図の（）内は有効欄に対する比鍋鬼

(2)対象

調査対象は，公的授助を受けた那綱稲''７閥（那綱市

及びその周辺市町村）における民賃住宅として，①住

宅・邦Ilj終備公剛民徽賃貸11J特定分繊佐宅（以下，公

|Ｊ１と略す）で調査時人鵬済みのもの全部17棟，②iil1綱

振興l)'1発令舷公庫触箇・土地担保'１』商燗及び一般中勘

厨住宅（以下，公M1と略す）で貸付決定時昭和55年迄

のものを入居済みとみなし，その合if45棟のうち，公

団の場所に近いものから公団とほぼ同様な棟数を考え

20棟とした。③その他，公的援助を受けているものと

比較するため公的擾助を受けていない一般の賃貸共同

住宅（以下，一般と略）で公団民賃の場所に近いもの

を公団と同数17棟（以下．①②＠を民営とよぶ)，さ

らに民営と比較するため公営賃鹿共同住宅を④市営住宅

(以下．市営と略)２棟，⑤県営住宅(以下，県営と略）

２棟,⑥住宅供給公社住宅(以下，公社と略）２棟の:１．

６棟（④⑤③を以下，公営とよぶ）も鬮査した。

１－２方法と対象

(1)方法とステップ

対象が大きいためここではインタビュー方式はとら

ず，建物・立地等については現地調査を行ない，入居

者に対しては調査表によるアンケート留掴回収方怯と

した。回収率は表－１に示すように，配布数820件に

対し有効票436件．回収率53.2影である｡⑪アンケー

トの項目は，大きくは，①１１締の状況，②住宅状況．

③住み替え理由！①間取りと住まい方,⑥永住恵職な

どである。本研究の中心である間取りと住まい方1こつ

Ｉｉｑｎｉ散
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２住宅と入居者

対象となった衝貸共同ｲ1鑓の特徴と人li3精の性格に

ついては，既に別にWK1I{!してあるので,ここでは，そ

の概要についてｉｎ蝋に紀述する（文献を参照)。

(1)住宅の特徴

①近年，共同住宅をLlj心とするLhUlI1賃貸住宅の趣投

が著しく・その「i数塒加率は持家のそれをはるかに

上回っている。また，軸ﾛ戸数のシェアーにおいても，

同じく増加率の高い公営住宅をも上回り，借家全体

の÷を占め,持家の増加戸数と同棟に達している
(図－１〉。

②巾でも，公的融資による民営簡貸共同住宅は，こ

こ２～３年の増加が著しく，昭和55年度で年間500

戸ものオーダーに連しており，とりわけ公剛による民

営債衝住宅が，公ｈｌ１による中iMIimifHtr住宅にとりかわっ

て大幅な伸びを示している（表－２）。

③その立地の特徴は，那綱市中心市街地に集中して

おり，いずれも商業，住宅の築欄力塙い所，及び交通

等の利便の良い場所にある（図－２）。

図－１料工新設住宅による利用関係別戸数の推移

Ｓ・'７４８４９８０５１５２５３５４５５認年

表－２公的融資民間賃貸共同住宅建設の推移（公営との比較）
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8０箇貸共同住宅のすまい方に関する研究一沖縄那綱都市圏の民営共同住宅を'１｣心として－：池１１１．小蝿

|X'-２民営賃貸共同住宅の分布

■公Ｍ民賃貸住宅

jM蕊lllIiiiilliil篝illil
M州

灘
と夛蜘

篝i鍵篝1iii鑿鍵Ｉ
』４ｊｉｌｉ謬蝋Mii鰐騨

翅プ
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表－３現住宅家賃 表－４現住宅のタイプ

＊上段は件数，下段は影（以下，他の表も同櫛）

ＣＤ建物規模は，1件当り平均25戸で，４階趣×15戸

から８階連ｘ35戸の間であり，一般的な中高lWiiといえ

るが，鰻近のものはより高鰯大規樮化し，仕様もマン

ション並みのデラックス化したものが増えている

(表－３）。

③住戸タイプは，２ＤＫを中心に，２ＬＤＫ，３

ＤＫを組み合わせたものが多く，住戸規模としてはさ

ほど大きくない（表－４）。

(2)入居者の性格

①世帯主は，全体的に30才代が中心であり，民営よ

り公営は若干高めである。その職雛は，「専門的技術

職」（民営)，「販売サービス・鞭務的職業」（公営）

と傾向が分かれる（表－５）。

②世帯の年収は民営の300万円台より公営はやや低

めであり，この1W鋼には民営主婦の就労がある。

③民営の多くは短期間で住み替えていくタイプである

のに対し，公営は比較的長期滞在型である。この長期

滞在型のほとんどは，将来持家を志向しており，短期

住み替え型の民営には，いずれ持家を志向する者にま

ざって，都市型居住を共同住宅に求める者もある

(表－６，７）。

<3）家族櫛成について

－戸当りの平均人数は民営で2.7人，公営で3.0人

であり（昭和53年住調では，借家は2.94人／戸)，い

表－５世帯主の職業

ずれも核家族である。この家族鯛成についてさらに，

④単身、夫蝿のみ（夫蝿＋子供５才未満を含む)Ｏ夫

婦十子供１人（子供は５才以上）.ｅ夫蝿十子ｌｌｂ２人以

上⑯夫婦十老人ｅその他（母子家庭など）に分けてみ

ると，「夫蝿十子供２人以上」が民営で3.5割強，公
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ん④パーティ⑤洗蝋物をたたんだりアイロンがけ⑥食

螂(朝食･夕食で別の場合は別々に記入)⑦就糎（各室

の人数も犯人)③家族で団らん⑨新llU･雑誌等をよむ⑩

銑ilF・薪き物⑪ヨガ･体操・逆勤⑫子供の勉強⑬その他

（典体的に記入）とした。

ノヒ活のItlの行為やすまい方をみる時，よく公と私，

社会性と日常性，ハレとケ，フォーマルとインフォー

マルがIMIに考えられる｡p）ここでは，公と私×非Ⅲ常

ﾔｌｉとl]常ﾔﾋという軸の中で，公Ｘ非l]常を「公｣‘私

ｘｌ]術を｢111｣，Ｈ↑１ｌｘ公を１家」とし,すまい方の

」ｌｌの分析には，それぞれの代表四Fとして’１公」は

冠蜥維祭．接客・パーティ，「家」は食ﾘﾄﾞ・卜１１らん，

［個」は就寝・子供の勉'戯に瀞I1した。

(4)有効サンプル数

ことでの有効サンプル数は198件で，全調f1Y行効蕊

の45.4形に勘り，災騨．公鴬ともに主体別にみてもほ

ぼ均簿に５割前後を示し（但し県常でやや低いが）全

主体を均等にあらわしていると考えられる（表－１）。

より公営で大きく（民営4.02-330,公営4.70-1.3)，

より公鴬で和室の使用行為が多い。主体別にみて

傾ｌｉｄの述いばほぼないと言えるが，県営においてのみ，

和・洋Ｄ室の行為数に差がなく（洋、３３，和3.6）洋

Ｄ室の使用が他より弼い。

室別にどの様な行為が主になされるのかをみると

（表-10)，和室においては，「就寝」（民営14.7＄，

公懲17.5影）と「洗湘物をたたむ.アイロンがけ」

（ＩＩＴ111.3形，同111彫）をほとんどがあげており，次

いで「接客」や、１１らん」などがあげられる。ただし，

ｈＩ室については各行為|、に割合の叢は少なく「子供の

勉強」を除いて多様な使われ方をしているといえる。

寝室としての個人的使用，接蒋、らんなどの公的・蒙

族的利1,,i1hj者を雑ねた公・家・掴の混然とした使川

があることが予想される。洋室は，「就寝」（民営

10.8形，公営35.0影)，「子供の勉強」（同10.8分，

同35.0％)，「読鱒」（'副15.8彫,同150形）などが民懲・

公微にjliilDして高い。公営ではより「就寝」「子供の

勉強」に制令がBji<，専用性の高い洋室が子供室とし

て与えられていることがうかがえる。洋Ｄ室は，「食

事」の別合力狂倒的に高く（民営33`3鯵Ⅲ公営31.3％）

全般的にあげられている。特に公団・公社でその割合

jbKiRiく（公団44.3＄，公社47.0鬼）ダイニングとして

の使用力K確立していることを示している。また，公営の

公社と市営では，第２順位に「子供の勉強」があがっ

ており特異な使い方をみせる。

３－２行為でみる部屋の使われ方

行為及び行為数で部尾の使われ方をみていく。

(1)部屋の種類と行為

冬室の一室当りの平均行為数は表－９にみる通り，

民営では，和室４，洋室２，洋Ｄ室２，公営では和室

５，洋室１Ⅲ洋Ｄ室２で，和室で多く，その転用ﾔｌｉの

高さが裏付けられている。和・洋室の行為数の差は民営

表－９和室・洋室と行為数

＊左側上段は行為数，下段は室数，右側は平均行為数（他の表も同様）

公団融Yｒ

民営賃貸共同住宅

公雌融資 一般 計 公社

公営賃貸共同住宅
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表－１０室別行為の内容

＊上段は行為数，下段は合齢に対する比率（影）
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５

7.0

７

2Ｌ２

１１

9９
１

Ｍ､３ 7.1

2６

8.8 ５０

９

１４」

⑧
洗掴

アイロン

“

11.8
３

5.7

２

2.1

5７

10.3
２

4.2
６

4.7
4７

12.4
７

5.6
148
11.3

５

4.2

1５

4.3

1３

11.3

10
1４．５

10
9.0

3３

ＩＩＪ

⑨銃撚
3４

9」
８

15.1
1０

】0.3
5３
9.6

８

16.7
1２
9.2

3４
9.0

３

15.8
IＤ

8.1
121

9.3

1９

15.8
3２
9.1

1２
1０４

５

7.0

２

15.4 3.0

1０

9.0

１

14.3 7.1

2７

9.1

３

15.0

２

3」

⑪
二f供の

勉強

1６
4.3

７

13.2
2７ ２

４２ 0.8
1９

5.0
４

21.1
２

1.6

飽
姻 1３

10.8
３

0.9

５

4.3

３

17.6

４
5６

４

30.8

９

8.1

２

28.6

８
１

１
６

１
．
，
。
↓

２
３４１

６

30.0

５

７．８

⑪枕湛

⑫連動鰯

⑬その他

5５

14.7

1５

4.0

３
0.8

５

9.4

４
7.5

L９

】､0

I

1.0

8２

14.9

3２
5.8

２
0.4

５

1０．４

１

2.1

0.8

６
4.6

１

0.8

5５
1４．５

２１
5.5

】

、３

３
１５．８

５

4.0

４

3.2

192

14.7

68
5.2

６
0５

1３
】0８

５

4.2

１

0８

６
Ｌ７

11

3.1

２
0.6

１８
15.7

３

2.6

３

2.6

１

5.9
1４

200

４
5.6

５
５鍋

】
7.7

2０

180

３

2.7

２

28.6
２

14.3

7.1

5２

175

１０

３４

３

1.0

７

35.0

5.0

、

４`７

１．６

合叶
374 5３ 9７ 551 4８ 130 379 1９ 124 1304 120 351 115 1７ 7１ 1３ 3３ 1】１ ７ 1４ 297 2０ 6４
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(2)部屋の規模と行為

部屋の規模と行為数との関係をみると(表-11），数

ケ所を除き，部屋が大きくなる程行為も多くなる関係

にある。換言すれば，行為はある程度部臓の大きさに

左右されるといえる。これは．和室においても洋室・

洋Ｄ室（公営を除く）においてもいえ，その行為数は，

扣室で，民営６慨4.2,4.5饗3.5,3ｲﾓ1.7,公濁で

６綴5J，4.5鶴307である。同様に民営洋室では，７

擬以上2.6,6Ｍ$2.6,4.5綴1.9，洋Ｄ室では同じく

2.9,1.6,1.3を占す。この行為数を室規模別にみる

と，実質的にみて和室の３畳，洋室の4.5魁，洋Ｄ室

の６栂は使用が可成り限定され，洋Ｄ室4.5畳にいたっ

ては最もそれが顕著でm食事のみにしか機能しないと

いえる。

表－１１室の規模と行為数

民営侭貸共同住宅

公団融資 公、(融質 一般 iil. 公社

公営鐘貸共同住宅

県営 市営 3１．

和
室

８縄

６丹

4.5磯

３f胚

339

8７
3.9

3５
７

5.0

２

１
2.0

5１２
１１９

4.3

3７
１２

3」

310

7０
4．４１

4７

１５
3」

2２

１３
1７

２
１
2０

1１６１

276
4.2

119
3４

3.5

2２

１３
Ｌ７

6０

９
6.7

5５

１３
4２

71

20
3.6

8４
１３

6.5

2７
９
3０

215
4２

5.1

8２

２２
3.7

洋
室

７慨以上

６畳

4.5魁

３偶

６
３

2.0

1６
６

2.7

3１
１３

2.4

2５
８
3」

2０
８

2.5

３
５

0.6

1４
６
２３

５

３
1.7

4５
１７

２６

3６
１４

2.6

3９

２１
１９

７

５
1.4

６

５
1.2

７

５
1.4

７

５
1.4

1３

１０
L３

沖
，
峯

７礎以上

６綴

4.5綴

３，丹

3５
１５

2.3

4４
２６

1７

1８
６

3.0

9８
４２

２３

2８
２０

1.4

４

８
0.5

げっ

7１
１４

5」

5０

３１
1６

３

６
０５

204

7１
2.9

122

7７
1.6

2５

２０
1.3

11

11
ＬＯ

２
１
2０

４

１
4.0

3３

１０
ａ３

７

９
0.8

3３
１０

3.3

1８
２０

0.9

２

１
2.0

４
4.0
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(3)室の方位と行為

一般に住宅を没計する場合Ⅲ一番よい部屋Ⅲ使いた

い室には南側が好まれる。よって南室には他室より多

くの行為が予想されるが，ここでは必ずしもそうでな

い結果となっている。今，部屋別に，行為数の一番多

い所と南室の行為数を比較すれば（表-12)，和室で

は，民営で西室5.2．南室3.8,公営で東5.3］南

４９，洋室は民営で東室7,3,南室2.5･洋Ｄ室では

民営で南一北室5.3,南室1.9,公営で婿どん室3.3,

南室08である｡6）この結果は多くの行為が行われる

部屋（おそらくは居間）が，まず方位で考えられるの

ではなく，別の要素であることを示している。

表－１２宝の方位と行為数

公団殿資

民営質貸共同住宅

公Eil融資 一般 計 公社

公営賃貸共同住宅

県営 市営 iil.

和
室

南向

束向

西向

北向

晴どん

配
乃

２

5６

１４
4.0

2６

４
6０

４

１
4.0

122

31
3.9

7２

１８
4.0

134

2７
5０

197

4５
4.4

2６

１１
2.4

122

3４
3,6

7７

１９
4」

154

4２
3.7

2６

３
8.7

532

140
3.8

205

5１
4.0

160

3１
5２

355

8８
4.0

5２

１４
3.7

2０

４
5.0

9５

１８
5.3

7１

２０
3.6

7０

９
7.8

2７

９
2８

1４

４
3.5

１６］

3３
4.9

9５

１８
5.3

2７

９
2.8

1４

４
3.5

洋
室

南向

東向

西向

北向

2６

９
2.9

７

３
2.3

2０

１０
2.0

５

３
1.7

2２

３
7.3

1８

９
2.0

３

６
0.5

1８

８
2.3

１

１
1０

4９

２０
２５

2２

３
7.3

2５

１２
2.1

2４

１７
1.4

1３

１０
1３

７

５
1.4

2０

１５
Ｌ３

洋

、秒．

室

南向

束向

西向

北向

晴どん

南・北

東・西

５

３
1.6

８

５
1.6

5８

２９
2.0

2１

９
2.3

５

１
5.0

4７

２５
Ｌ９

１３

１３
1.0

９

７
1.3

2６

１３
2.0

４

５
U８

2６

６
4３

５

１
5.0

3５

１８
１９

2２

３
7.3

l６

ｌｌ
1.5

９

1３
０．７

2０

３
６７

2２

１３
7.3

8２

４３
1.9

4０

１９
2.1

3３

２３
1.4

9３

５５
Ｌ７

4５

１７
2６

5３

１０
5.3

５

１
5.0

1７

１１
1.5

0

２
０

3３

１０
ａ３

７

９
０．８

７

９
０８

1７

１１
Ｌ５

０

２
０

３
０

３
１
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(4)部屋の関係と行為数

前の結果からも夢くの行為が行われる部尾が方位に

はあまり左右されないことがわかった。ではそういっ

た部腿は何で決まるのか。部屋の配IVHを念頭におき，

各部展間のつながりを意識して行為をみてみる（炎-

13)。どの室につながる（オープンな）部擢がよく使

われるのか行為数でみると，ギⅡ宝・洋室ともに，洋l）

室にオープンな部臓の行為数が他に比べ格段に多く，

逆にクローズした部脇では少ない。民街でそのiiiをみ

ると，和２露と灘Ｄ室のIihj方にオープンな和ｌ室で行

為数5.1，洋Ｄ室のみにオープンなｻﾞU室で5.1と高く，

逆に，洋室にオープンな和室（1.9）やクローズした

ﾄﾞⅡ宝（2.6）で低く，その差が大きい。主体別にみる

と，公lW1の和２童・洋、霧にオープンな和１室（5.8)，

I1ii街のliilじく和ｌ室（7.8）でその値が高い。洋室に

ついてみても（民営）洋Ｄ室にオープンな部屋が5.9

であるのに対しクローズした部屋は1.6で，和室にお

ける1船よりその鑑力孵しい。これより，津Ｄ室にオー

喪－１３霊の関係とｉｉ為数

氏衛賃貸j1iliil

｢、５７｢ZｍＦＦｗｌ iｌ 公社

公満賃貸共同住宅

県営 iIii鴬 iil

篭
＃

和・津，

和

洋，

洋

無関係

洋・洋、

7５

１３
5.8

7２

２４
3０

1５１

2７
5.6

５

３
1７

7１

２７
2.6

220

4４
5.0

266

6６
4.0

3９

１０
3.9

８

４
2.0

1６
８

2.0

８

２
4０

167

3３
5.1

125
3７

3.4

2３
５

4.6

6４

２３
2.7

462

9０
5.1

4６３
１２７

3.6

213

4２
5」

1３

７
１．９

151

5８
2.6

８

２
4.0

2０

４
5０

3５
９

3.9

6０

９
6.7

６１

１５
4」

10

５
2.0

7０

９
7.8

2９
９

3.2

1２

４
3.0

7０

９
7.8

4９
１３

3８

9６

２４
4.0

8２

１８
4.5

洋
室

和・林，

和

洋、

無関係

'<ﾉレコニー

1４

３
4.7

3３
１６

2.1

６

３
20

０

４
０

１
1.0

3７

７
5.3

1０
９

１１

10

２
5.0

９
７

1３

1４

７
2.0

１

１
1０

5３
９

5.9

5２
３２

L６

６

３
2０

ｌ３
ｌＯ

1.3

７

５
1４

７
５

1.4

1３

１０
1.3

沖
，
室

和・玄BＵ

和

無関係

玄関

洋・玄関

和・洋・玄関

和・和・玄関

ﾉマルコニー

7４
３３

2.2

９

７
L３

８
４

2.0

６

３
2.0

8９

４８
１９

1６
0

2.3

1３

１０
1.3

３

３
1.0

９

３
3.0

8９

３７
2.4

２
0.5

1０
７

1.4

２

２
1.0

2２
３

7.3

252

１１８
2」

10

９
1１

3４
１７

2.0

2１
１５

1..1

３
３

1.0

９

３
3.0

2２

３
7３

1３

１２
l」

４
１

4.0

５
５

１

1８
５

2.6

６

４
1.5

１
５

0.2

3４

２１
1.6

1８
５

3.6

４

１
4０

１
５
0２
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プンな和・洋室が居間的に，クローズした部屋が個室

的に使われていることがうかがえ，食事と団らんとの

強いつながりがわかる。これらのことは，洋Ｄ室に近

い部屋（以下，洋Ｄ関係室）における行為数の全行為

数に対する割合からも理解される。洋Ｄ関係室の行為

率はほぼ５割以上を示し，公庫の洋室・県営の和室に

至っては８割前後を示しており可成り多棟な使用がな

されている。またこれは洋Ｄ関係室での平均行為数と

それ以外の部屋でのそれとの比較においてもよくあら

われている（我－１４）。民営で洋Ｄ関係和室５．１と

その他和室3.3，洋Ｄ関係洋室3.8とその他洋室1.6

を示し，後者の間でその差が大きい。公営では洋Ｄ関

係和室5.0とその他和室4.4でその差はみられず，民

営と異なる傾向を示す。これらより，民営では，洋Ｄ

関係室を多くの行為がなされる居間的室とし，その他

室を個室的に確保するという私室分離が予想され，公

営では，洋Ｄ関係室．その他室にかかわらず多くの行

為がなされる，裏返せば個室としてその他宰を専用し

ていないすまい方が推測される。

表－１４洋Ｄ関係室と行為率・平均行為数

(5)洋Ｄ関係室における行為の内容

前の繕果から洋、宝に近い部屋でおそらくは居間的

に使用されることが推測されたが，ではそこでなされ

る行為の内容をみてみよう。洋D関係和室でなされる

行為は，「団らん」（12.6影)，「親しい人との団らん」

(12.0％），「接客」（1Ｌ8％）「新聞をよむ」（10.5

亀）があがり，洋Ｄ関係洋室でも同様（順に16.0影，

15.5筋，15.0形，16.7形）で公・家的な使用が浮かび

上る。主体別にみると公営では割合がバラツいており

色々な使用があるといえるが，ただそういった中にあっ

て，「就寝」（15.5財）は高い割合を占め，民営と異

なる。公営の洋Ｄ室に近い部屋まで就寝に使用する公

家掴が重なった使用が浮きぼりにされる（我-15)。

公団融資

民営賃貸共同住宅

公服融資 一般 計 公社

公営賃貸共同住宅

県営 汁ｉ鴬 ;＋

室のｉｌｉ数 和 津 和 津 和 洋 和 樺 和 洋 FＵ 洋 ﾄﾞ1１ 洋 和 洋

洋、関係室数
① 4０ ３ 5５ 1１ 3８ ２ 133 1６ ９ 1５ ９ ５ 3３ ５

全室数
②

iii/ら 関係室率(＄）

9４

42.5

2２

13.6

】３２

4１６

２１

52.4

9８

38.8

９

22.2

324

4ＬＯ

5２

30.8

2１

42.9

2０

75.0

2２

40.9

５

100

6３

52.4

５

100

洋Ｄ関係室行為数
③ 226 1４ 260 3７ 190 1０ 676 ６１ 3５ 61 7０ ７ 1６６ ７

全室行為数
④ 374 5３ 551 4８ 397 1９ 1,304 120 115 7１ 1１１ ７ 297 ７

:瑠係謙為率 60.4 26.4 47.2 77.1 50.1 52.6 518 50.8 30.4 85.9 63』 IDO 55.9 100

室平域ﾃ為数
5.7 4.7 4.7 3.4 5.0 5.0 5.1 3８ 3.9 4」 7.8 1.4 5.0

詔矯予
均

2.7 2.1 3.8 I」 3２ 1.3 3.3 1.6 6.7 2.0 3.2 L４ ４４
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表－１５津、関係室における行為の内容

＊（）内は合計に対する比率（鬼）

子供２人以上」。「夫婦のみ」がほとんどである。こ

れは，鯛森全体のijI性が，２ＤＫ，平均人数民営2.7

人／戸，公営3.0人／戸，ｅにつづき、タイプが多い

こと，と一致しており，ここでの（有効間取図）サン

プルの家族Ｉｌｉ戒が全体を反映していることを示す。表-

16をみると室数に対して人数の多い看，すなわちかな

り過密なものの割合は，民営で６件／169件で４９５，

公営で１件／29件で３％と，両者に大差はない。しか

し一方，ゆとりのある者の割合は民営に多く，居間・

喫室を除いてなお余裕室の出る者が1割強（公団10錫，

公卵13鰯，一般12形）おり，先の過密なものと対峠し

て，民賃の両端をのぞかせる。

さてこの区分された家族型の中から，５％以上のも

の（３皇ｘ1人,同３ｘ２，同３Ｘ３，同３ｘ４，同３ｘ５，

同４ｘ３，同４ｘ４，同４ｘ５）を典型として,すまい方の

３－３すまい方の型

(1)カテゴリー区分と典靭

すまい方をタイプ分りＭ１するとき，ほぼ同じ条件のも

とで考えていく必要がある。ここでは２ＬＤＫとか２

ＤＫとか一般に行なわれるくくり方をやめ，蛾も基本

的な①部屋がいくつあるのか＠人が何人いるのかに瀞

目し，家族数と室数とのクロスでカテゴリー区分を行っ

た（表-16〕･各カテゴリーを以下家族型と呼ぶ。

表-16にみる通り，家族型は３室ｘ２人（35件17.7

％)，３×３（32件，１６．２影)，３ｘ４（28件，14.】

影)，４ｘ４（25件，１２．６鯵）に集中しており，い

わゆる２ＤＫ（又は２ＬＤＫ，２ＤＫ）で２～４人住

まいが中心であり，さらにその家族栂成は②「夫蝿＋

公剛Nil資

民営ｉｆ［ｆ共同｛1K毛

公ITFMll街 一般 計 公社

公灘薗貸共同tl1宅

県営 市営 :１．

顎の和類 ｷﾞⅡ 津 和 洋 ﾄﾞⅡ 祥 ﾄﾞ'１ 瀞 $Ⅱ 洋 和 洋 ﾄﾞ|］ 洋 和 洋

⑪逮婚葬祭
８ ]４ ３ 11 3３

（4.9）
３ ５ ７ 1３

（7.8）

②'←ティー
1５ 2０ ３ 1６ 5１

（7.5）

５ ８

(13）
９

(13）
1８

(108）

③接客一般
3０

(13）
２

(Ｍ）
2９

(11）
４

(11）
2１

(11）
２

(20）
8０

(lL8）
８

(１５.()）

３ ３ ８

(11）
Ⅱ

（8.4）

の親しい人

CD食瓶

3２

(i4）

９

１

(７）

釦⑫｜肥

４

(11）

４

(11）

1９

(10）

]２

２

(20）

8１

(12.0）

3９

（5.8）

７

(15.5）

５

２

（６）
５

（８）

２

８

(Ⅱ）

５

1５

（９０）

８

（４８）

⑥団らん

⑦新11M雑誌

3２

(14）

2８

(12）

２

(14）

２

(14）

2９

(11）

2４

（９）

５

(14）

６

(16）

2４

(13）

1９

(10）

２

(20）

２

(2()）

8５

(１２６）

7１

(10.5）

(１６）

10

(16.7）

２

２

６

５

７

６

1５

（9.0〕

1３

（7.8）

③洗濯アイロン

1７ 2６

(10）

２ 2３

(12）

6６

（9.8）
３ ５

(14）
７

(11）
４

（６）
1６

（9.6）

⑨縦評
2７

(12）
２

(14）
2５

(９）

４

(11）
1６ 6８

(10」）
７ ４

(11）
５

（８）
５

（７）
Ｉ 1４

（8.4）

⑩
-Ｆ供の
勉強

５ ２

(14）

９ ５ 1９

（2.8）
２ ４

(11）

２

（３）
２ ６

（3.6）
２

⑪就寝
1５ 2３ １ 1５ 5３

（７８）
1 ７

(20）
９

(15）
９

(13）
２ 2５

(15.1）
２

⑫通勤等
５ 1１ １ ９ 2５

（3.7）
１ ４ ２ ６

（３６）

⑬その他
３ ２ ５

（0.7）
３ ３

（１８）
■

制〈
口 226

(100）

1４ 260 3７ 】9０ 1０ 676

(100.CＤ

６１ 3５ 6１ 7０ ７ 166

(100(）
７



9０賃貸共同住宅のすまい方に関する研究一沖縄那鰯都市圏の民営共同住宅を中心として-：池IJI・小場

件）に当り，民営・公営とも全体からliJI梯な比，綴で

(民営89.3形，公蔀9.7鰯）あらわれている（表-16)。

パターン分析をさらにすすめる。これは全体（有効間

取図数即ち全家族型，198件）の９割（89.4鰯１７７

表-16京族数×室数の区分と典型

＊左側は住宅の種類ごとの件数，右側は合計数，（）は全数に対する比率鯵

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ :１

１

11112

２

(1.0）

庫１

１

(0.5）

凪３

３

(１５）

２
股２２

(ＬＯ）

股２２

(1.0）

股１１

(０５）

股５５

（２．５）

３

団５

噸６

股５１６

(８．１）

団８

庫1３

股1３３５

社１（17.7）

団８

庫1６

股７３２

社１（16.2）

団６

庫1０

股６２８

社６（14｣）

団２

厘４

股４１１

社Ｉ（５６）

庫２

般２４

(2.0）

庫】

】

(05）

団29

11〔5２

般3７１２７

社９（64.2）

４

甑１

１

(0.5）

庫２

般】４

県】

(２．０）

９１

ｊ６
●

９く

６
７
１
３
２

団
庫
股
県
市

団８

庫５

股５２５

社２（12.6）

県３

市２

団５

股１１１

県２

市３

(５．６）

県１

１

(０．５）

股1２

市１

(ＬＯ）

Ml9

1il[1５

股９６３

社２（318）

県1０

市８

計

団５

庫９

股５１９

(９．６）

団８

願1６

股1６４２

社１（21.2）

県１

団１４

庫2３

股1０５３

社１（26.8）

県３

市２

団１４

庫1５

股１１５３

社８（26.7）

県３

市２

団７

庫４

股６２３

社Ｉ（11.6）

県２

市３

廟２

殿２５

県Ｉ

(２．５）

庫】

般１３

市１

(１．５）

団４８

蝿7０

般5１１９８

社11（100.0〕

蝿10

市８



琉球大学正学部紀要第28号，1984年 9１

(2)すまい方のモデルⅨＩ化とその桃格づけ

前述した通り,ここでは，公・家・Ilflの行為を，

『接麻」（冠嬬葬祭ロパーテイを念めて)Ｔｌ翻らん』

（食蝋を含めて),「就躯』（子供の勉強を含めて）に

代表させ，各行為がどこでなされるのか，住宅の各部

臆（津Ｄ室，ljQ係１竈，１卿係２霊，関係３索）とのＩｊＱ

係でモデル図(以下モデルという）に表現した（図－３

の凡例を参照)。

各行為には，家族卿は興るのに同じモデルを示すも

の，家族型は同じでも興るモデルを示すものが多嫌に

現われる。しかしそこには異ぱるモデルでもすまい方

の意味（あるいは意志）が似ているものが共通して存

在すると考えられることからⅢモデル間相互のULl係を

考慮しつつ縦1Mを行った。終理は次の割Ijiで行なった。

①まず多様なモデルを同モデル別に分類する

②その際どの分類にもあてはまらず，しかも１件し

かないモデルは取り除いた。

①分類された各モデルタイプの順列を決めるため，

各モデルの性格を点数化する。

④点数化したモデルをランク付けし，さらに関連性

のあるモデルをくくる。

この繕果，途中，177件からすべてタイプの異なる

46件のモデルが除かれ，モデルは131件，対象の典型

家族型サンプルの74％になった。ただしこれら131件

はⅢ民営・公営の主体別にみてもロ典型家族型サンプ

ルから同様な比率で抽出された結果となづている。

また，モデルの順列を決めるための点数化にあたっ

ては，接客行為を判別手段とし，接客の行われている

各部屋について！①室の.専用性（接客のみが行われて

いる場合１点，接客と団らん，又は接客と就寝など併

用している場合；点｡接客･側らん･就寝が行われて
いる場合;点とする)と@室の隔離性(接客がより日
常的な洋D室と離れた関係２室又は関係３童で行われ

る場合を1点,関係'室で;点,洋D室で;点とする〕
を乗じ，さらに接客が2室以上に及ぶ場合はＯ各部屋

の点数を加算した。よって点数の意味は高得点ほどよ

り接客性力K高くなる｡7）

この結果図－３の横軸になすような６つの点数ラン

クに分けられ，それはまた，すまい方のパターンを加

味すると大きくは，「接客顛視開放型」（Ａ型：以下,

接iF〔鋼と略す)，「接客・閉らんバランス型」（Ｂ型：

以下，接'’１型と略す)，「個人生活砿視型」（Ｃ型：以

下，綱I面翻と略す）の３つに分けられる。

｢接聴剰｣は,ﾗﾝｸI~1111に属し,ﾓﾃﾞﾙﾊﾟﾀｰ

ﾝの違いから釦～Ａ４の４種に分かれる。他に比し

て可成り点数の高いのがＡ１で（1.25～2.25)，これ

はⅢ接雰にあてる部騰が２室あるいは３竃に及び！さ

らに専用室を確保するものもあり]股も接客に菰きの

撒かれたすまい方である。Ａ２～Ａ６は（0.5～0.4)Ⅱ

接蒋竃を洋、案に近い部鳳でLIji用確保したり，他行為

との併用でありながらも，洋Ｄ室から離し落ちつきを

与えるなど接客性を零噸したものである。

「接N1型」は,ランクⅣ，Ｖに腐しＢ１～Ｂ３（0.3

～0.25）に分類される。これには，Ｂ１の接客をかな

り意識しながら団らんや個人的行為を併用するもの，

Ｂ２Ｂ３の団らんに重きを樋きつつ接客を併用するもの

がある。

「個璽型」はランクⅥでＣｌ～Ｃ３(0.16）に分類

される。いずれも洋D室に近い関係Ｉ室までも，接客・

団らん室として専用せずⅢ個室としての使用もするタ

イプであり，「接重」「接団型」には少ないタイプで

ある。Ｃ３は完全な個室確保型といえる。

(3)すまい方座標の設定

家族型について，室数に対する人数の値でその居住

の密度を示し，数値の低いもの（余裕のある家族型）

からlIlIiに並べた。さらにこれを「余剰居住」（３室×

１人),「余裕居住」（３ｘａ４ｘ３）Ⅲ「対応居住」

（３×３，４ｘ４），「過密居住」（４ｘ５，３ｘ４，

３×５）と分類した。当然ながらⅢ家族数は同じでも

家族榊成の異るものがある訳で，必ずしも明確にここ

での名称と対応しないものもある。その意味で，余裕・

対応．過密の領域は少しずつ重なり合うものとして判

断されたい。

居住の密度をたて軸に！先にみたモデルの性格（接

客による点数と意味）を横軸にとり，座標を設定し，

座標に現われたモデルの件数を図とともに慨当する枠

内に表現した。その結果ロ図－３に示すような，室ｘ

人の家族型に対応するすまい方のパターンを得た。
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琉球大学工学部紀婆第28号，1984年 9５

(4)すまい方パターンの特徴

余体にみると，「接客・団らんバランス型」が多く，

これに一部の「個人生活繭視蝋」が相乗りしている

（接bjl型Ｂ113件，Ｂ２２２，Ｂ３３２，個砿唖Ｃ126件)。

とりわけ，接客と団らんを個室から分けたかたちで併

川する家族生活を中心としたタイプＢ３型と，接・IJI・

側を捉然として行うＣ】型が股も多く，ＢＩＢ２はそ

のバリエーションといえる。これを家族型でみると，

雌も多いＢ３Ｃｌ型は一部を除き（３ｘ１．３ｘ５）

全ての家族ﾉﾛに現われており，蛾も一般的なすまい方

をぷすといえよう。その変型であるＢｉＢ２唖はＢ３

とl0il様，家族の生活を中心にすまい方がhliDMしていく

が，接客も窓戯しているタイプであり，これは「余剰」

｢余桁」の一柵（３ＸＬ３ｘ２），「対応」（３ｘ３．

４ｘ４），「過密」の一部（３×４）の３つに分かれた

かたちで現われている。これらはⅢほぼ民営の傾向を

示すものである。このうち公営に瀞目すれば,その多

くは過密居住に属するが，すまい方は大方が先にみた

典型的なすまい方をしている。ただし，典型的なすま

い方のうち，接・団・個を混然として行うＢ１Ｃ，タ

イプに鵬（５件，２件）する公営の場合，全体を通し

てみてもこの接・閲・個混然のタイプが多く（Ｃ２鋼

を含めて公営14件中n件),公営のすまい方のひとつの

特徴を示している。

(5)すまい方の概念化と典型タイプ

続いて，先の表をもとに，そのパターンを概念的に

整理すれば，いくつかのすまい方の典型タイプが浮か

びあがる。そこにはすまい方の意志力轤示されている

ともいえる（図－４）。

より接客性の強い「接重型」のすまい方は，「余剰」

｢余裕」のある家族型と，「過密」な家族型の両方に

あらわれる。前者は，ゆとりのある室を接客室として

砿係したり，おちつきや格式を与えたり，拡大したり

など概極的な接客を展開する「接客かまえ型』で，単

身を含む小家族で多い。後者にあっては，やや窮屈に

もかかわらず，余裕のある者と同様に，接客にあてる

室を拡大する，いわば他人と個室ないしは団らんなど

の家族的室を共有する『外部融和型』であり，これは

奥返していえば，「過剰サービス型」ともいえる。そ

の好例がＡ２．３ｘ４に出ており，「接客」を個室と

分けるため，４人がl室で就寝するという雑魚寝を思

わせるものがある。

より個人的な生活に重きを置く「個蝋型」のすまい

かは,先の「接砺型」と異なり「余剰」のある所には

ﾉ|とじない。「余裕」「対應」「過密」の３つに現われ

るが，特に「対応」家族轍を中心に拡がり，やや「過

裕」ならとでその位1Mtを占めてくる。この３タイプは，

沖Ｄ室に近い関係1重まで個人的使用にあてる点で共通

しているか，家族型との関連で，余裕はあるが個人生

活をより随視したい『マイペース型｣，家族樹成にあ

わせた個室のとり方を考えた『マイホーム型｣，洋D

lIU係Ｉ室まで個室にあてがわずには住まえない「背水

JIM」が考えられる。

家族のﾉk活を中心にしつつも接蒋を団らんと共に考

える「接|』型」のすまい方は，「余剰」「余裕」のあ

る所，寵数と家族が「対応」した所，そして「過密」

な所の３つに現われる。それには，単身者・夫蝿者に

みられ，公と私が別室で行われ完全に分離した使い方

をするｒ使い分け型｣，家族の生活状態にあわせて，

公私を分離したい併用したりしながら接客や団らん

を考える「バランス生活型｣．より過密なもとでなお，

側らん接客の落ちつきや拡大，確立を考える「努力工

夫型」がある。ここにも雑魚寝を思わせる例が（Ｂ３，

３×４）ひとつある。

これらの「接剛麺ｌ「接璽型」「個重型」の中の各

タイプは，必ずしも明確に区分される訳ではなく，

｢接団」の中の３タイプ「使い分け型」「バランス型』

｢努力工夫型」が「接重型」や、21重型」の各タイプ

に相互に函なり合うかたちで位圏する。

では，このモデル図の中で，具体的にはどの例が多

いのであろうか。３件以上のものについて，３件以上．

６件前後，９件前後とコソターを入れてみた（図－４

参照)。各山の頂上は，代表的な（平均的な）すまい

方の具体例，すなわち典型的すまい方を示すといえる。

特に高い山は，「バランス生活型」の中にあり（Ｂａロ

３Ｘ３，９件）「マイホーム型』にひきずられるかた

ちで拡がっているもの，「使い分け型」の中心に現わ

れ（ＢｚＢ３３ｘ２各８件）周辺に拡がるもので，蛾

も典型的なものといえる。この他，『努力工夫型」

｢背水型」『マイペース型』『接客かまえ型」にもそ

れぞれの典型例がみられる。

さて，すまい方のパターンと典型をみてきたがケゆ

とりある所で，より接客が重んじられ‘過密なところ

ではその余裕がなく個人重視になるという傾向（座穏
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な（一方では個人の生活が守りにくいという点で過剰

サービス的とも思われるが）すまい刀を示すものとい

える。また「マイペース鯉』は，自宅における接鱒を

あまり必要としない本土からの転勤族などを反映する

ものとも思われる。いずれにせよ，両者は．沖縄の地

方的特性と社会的状況を背景にした，沖鮒における賃

貸共同住宅の特徴を示すものといえよう。

では右下がり）は，ある程度一般的なことと考えら

れる。そこでこの流れに乗らないものとして「外部融

和型」（左下向き）と「マイペース型」（右上部）が

浮かびあがる。これらに着目した時，「外部融和型」

は，冠婚葬祭には多くの者が集まり，根強く襖合いの

習慣が残っている等沖縄の地方的特性を反映し，ゆと

りがないにもかかわらず接客を広く受け入れる融和的

図－４共同住宅における「すまい方」の型（概念図）

＊図の作成に当っては,接客対応(ヨコ輔)と居住態様(タテ執)から集団化しているパターンをくくり，
また，該当タイプの発生件数の多いものを高（８件以上），中（5.6件），低（２～４件）の零高線
によって表現し，「谷」に相当する部分で各集団パターンを区切るようにした。．

ち，その特徴は，小住戸（２ＤＫ～３ＤＫ中心)，高

級仕櫛，都心周辺立地，大規模化（中高鰯，高容穂）

にある。その入居家族は，「成長過程家族」であって，

比較的若年鰯，'1嘩族（３～４人）からなる移動性の

４まとめ

沖縄那覇都市鰯に増加しているこれら民間箇貸共同

住宅は，「都心近郊型共同住宅」と呼ぶべき性格を侍

接客、祖開放型

Ａ１ Ａ２ Ａ３ Ａｑ
0８、
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柵い桃絡をもっている。

以lLのように，対駿となった髄償｣!§何(1:宅收び人l（

宗族のｾ1:格から，本研究の鯛街結鵬をも-"て．沖縄に

おけるtHlr」uIil(I鑓全体のすまい方をiImiずることは１１）

来ないが，この範IjN（祁心近郊堀，成艮過縄家族）で

のij為から見た「すまい方」としては，以下のような

特性があると指摘できる。

①行為の数から見て．和窓の転川性が満<，多11的

に便Ⅱ1がなされている。その場合，lwllt4の規機が大き

い11ど，よ')便lIj行為が11k犬する(l#iIhjにある。

(2)逆に，ハPi;は．ＩＭＩ室的な使川性絡が強く，子供寵

鞭に限定される傾向にある。

③ｉＭｌの数は，部隔の方位には必らずしもﾑﾏｲｉされ

.`r，－船的な東南志１６１によるiiWl;の優先は感じられな

い⑥

④むしろ，ダイニングに近い祁臘での行為が多く，

特に，瀞、寵に開放隣接した和憲での使川行為は股も

多く，多様である。

⑤賀貸共同住宅の「すまい方」のパターンには，

l接窓かまえ型」「接客融和型」「使い分け型」「バ

ランスｊｉｌｕ「努力．工夫型」「マイベース型」「マイ

ホーム咽」「背水ｌｌ１」の８つの典型タイプがある。

⑥このうち，「接客かまえ型」「使い分け型」「バ

ランス期」「努力・工夫型」「マイホーム型」「背水

）釦の５つのタイプは，室数・家族数に対応したすま

い方のモデルとして迎続的な関係にあり，賛岱共IiiXl2

宅における「すまい刀」の一般的傾向を示すタイプと

いえる。

⑦これに対し，「接客融和醜」と「マイベース蛾」

の２タイプは，一般的傾向とは巽なり，Ｉiii者は沖細の

髄#I】的な生活1W慣，懲織があらわれたタイプと見るこ

とができ，後者は県外者の赴任が多い社会状況をI又映

しているタイプといえよう。

以上の結果をうけて．今後さらに沖縄における賃貸

共同住宅を考える場合，次の点を配慮する必要がある。

③従来のＤＫＬＤＫ的な発想ではなく，食鞭に関

連する部屋（特に和室）のとり方に重点をおくこと。

また，他の部屋にあっても，より多目的に展開できる

ようなオープンでフレキシビリティをもたせる工夫が，

融和的な「すまい邇識」に適応すると考えられる。す

なわち，賃貸住宅にあっても，入居者のすまい方が反

映されるような住宅燗仕切りの移動や自由な投紐等）

の供給が求められているともいえる。

⑨本研究を通して，ここで用いた方法力戦多くのiM

lHb1i例を対象とする場合に,かなり有効であること

が利一’た。特に，横断的，体系的なすまい方の把蝋を

可能とするといえる。しかしながら，今回は，公営を

参雛珊度にとど的たためサンプル数が限られたことか

ら．絲染は氏衝に偏ったきらいがある。今後，公営の

サンプルを期やして行う必要があろう。さらに，この

〃法を巡的るに､Di-’ては．生活との対応が具体的にイ

ノージできるような道具（電紺，新DIIなどを含めて）

を便１１Ｉした行為など，識１１M行為のI:夫がflul圏であり．

今後の0拠趣となろう。

注

]）DIlWlilll1ilMIlとは．那馴I1i及びその周辺I1illl村（糸

iiMi巾，jIli添IlT,徹野湾市，Iui原町，畷見城村等）を

含むiiiＭ１をさす。いわゆる那綱市へのiii勤剛でもあ

る。

2）本調盗の中でも，若年世代による仮住まい的なｌｌｚ

鵬として貸賃住宅が使われている｛彫りが多く見られ，

一般的な傾向を示すが。他方その中で，欄極的に都

市型住宅を求めるものとして共同住宅，自由な生活

スタイルに対応するものとして賃貸住宅を求める願

もおり，新しい傾向といえる。

3）すまい方の調査方法としては．直接ヒアリングに

よる方法とアンケートで部屋別に行為を聞く方法と

かあるか，前者は作業風から部分的，断片的にとど

まり後者にあっては行為による具体のイメージが

｜H1取りと結びにくいきらいがある。

4）Inl収;$lが低いjJl1Itlとしては，①主蝿の就労鍬の高

さもあ-’てill1Hl不在の家が多いこと！②外人人勝者

の多いアパートが数棟あったこと，③住戸に醐澗所

が入っているものが一部あることなどで，特に①と

＠は沖綱の地域的特徴かと思われる。

5）文献７によれば，公室のあり方を考える際，その

性格を明確にするため，フォーマルーインフォーマ

ルの軸を設定し，きちんと－散らかし，大人一子供，

社会一家族，勝一動といったイメージを重ねている。

６）ここでいう晴どん室とは，通常の無窓室というも

のではなく、部屋力槙接ﾀI気に面さない，たとえば，

他室にはさまれた中央の部屋などを示す。

７）点数化の算出にあたっては接客のなされる各室に
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ついて，次表による得点を与え，接客が２室以上に

またがる場合には，各室の得点を加算した。

の２，住宅改善の事例について」1981，琉球大学教

育学部「紀要」第25集第２部。

６）玉廠｛Ill悟「公営住宅に関する計画論的研究」

１９８０．１０，工学博士学位論文。

７）鈴木成文・初見学「住居における公室のihiIiiに脱｜

する研究」１９８２．３，『住宅建築研究所報』Ｎｎ８ｏ

８）湯川利和「３ＬＤＫ型集合住宅の入勝者評価に関

する研究」１９８２．４，『住宅土地問題研究論文

奥〔１〕」。

９）住田昌二・他「現代住宅の地方性」１９８３．１０，

勁草瞥房。
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